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議会Newsニュース

【広瀬川調整池整備工事（１工区）に係る
請負契約の締結について】

この工事は、町内業者育成の観点から、２業者共同企業体と
して入札を行ったが、落札した業者の代表者に大きな問題が
あり、議会は経過と現状について確認した。
代表者は、現在町営住宅に住まいしているが、広陵町営住宅
管理条例に定める収入を著しく超過しており、また町に相談
なく住宅を改修していたことが判明した。当事者に住宅の明
け渡しを通告していたが、これに従わず今日に至っている。
議会は、町の業者に対する指導を強化徹底するよう働きかけ
るとともに住民目線に立って、この議案を認めることはでき
ず全会一致で否決した。
詳しくは次の決議のとおりである。

経　過
疋相町営住宅
建築年度：昭和32年度・昭和33年度
建設戸数：40戸(２戸１住宅　20棟)
居住世帯：15世帯(令和４年６月時点)
改築されたと思われる年度：30年前頃

全会一致で否決全会一致で否決
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本日広陵町議会は、標記の「広瀬川調整池整備工事（１工区）に係る請負契約の締結について」を全会一致で否決いたし
ました。請負金額は１億２，９１２万７，９００円を予定していました。
町が提案したこの工事は、防災対策上必要なもので、激しい気候変動が続く中にあって、増水した水を一定期間貯留し、内
水氾濫を防ぐためのものであり、請負金額が５千万円以上の場合には議会の議決が必要であることになっており、今回の６月
議会に提案されたものでした。

議会がこの議案を否決した最大の理由は、入札によりこの工事を落札し、仮契約まで進んでいた契約の相手方：野村・堀
口特定建設工事共同企業体の代表者たる会社（以下、「同社」という。）の代表取締役個人が、本来低所得者を対象として
いる広陵町町営住宅に居住しており、広陵町営住宅管理条例に定める収入上限を超え、また町が高額所得者認定通知書
を発して明け渡しを求めているにもかかわらず、長期にわたりこれを無視して居住し続けてきていることが今般発覚したことでし
た。町は通告を行ってもそれ以上の具体的な対処をしてこなかったことが問題をさらに長期化させた要因の一つにあげられま
す。
同社の代表取締役個人は、経営者として責任ある立場にあることは明白であり、条例違反を現に行っている人物が代表取
締役の地位にある会社が、広陵町との多額の請負契約を締結することは、住民の感情に沿わないばかりか、非常識であり、こ
の結果住民の利益に反することです。
１６日開催した総務文教委員会において、入札の責任者である松井副町長からは「これまでの条例違反について町は把握
していながら何等の具体的措置をとってこなかった。」と答弁があり、そのような怠慢を続けてきた町の姿勢について到底議会
は許すことはできません。
事態発覚後、本日までに議会が把握していること、及び町に対する議会の要求を、次に列挙します。

記

１　町が発注する予定であった共同企業体の代表者たる会社の代表取締役個人は、町への申請を行わないまま無
許可で、当初入居した町営住宅を全面的に改築し、居住してきました。また、この居住期間中に、広陵町とは多額
の請負契約を結んできました。同社は広陵町の入札業者であり、これは他の町営住宅居住者とは明確に異なっ
ています。よって、町の責任において、直ちに町営住宅を明け渡すと同時に、無許可で建設した住宅を解体撤去
し、町に更地で返還させることを要求します。

２　町は、同社が、広陵町建設工事等請負契約に係る入札参加停止措置要領（以下、「要領」という。）に抵触している
疑いがあるにもかかわらず、広陵町工事請負業者資格審査会が機能せず、同社を問題にすべきなのに問題にし
ないまま今回の入札を許しています。何故このような事態になったのかを町はよく調査し、議会を含め全住民に
経過・原因・再発防止策等を明らかにすることを求めます。さらに要領に基づき、できうる限り厳しい入札参加
停止措置を求めます。

３　町議会の議決対象外である１）大塚地内公共下水道管渠布設工事２）箸尾準工業地区道路整備工事（中７号
線・中１１号線）の２つの工事について、現時点で同社にこの２件の工事が落札されています。本来、町はこの契
約に至るまでに適切に対処すべきであり、このことを十分考慮し、要領の厳格な運用を行うこと。

４　広瀬川調整池整備工事（１工区）に係る請負契約については、すみやかに適切なる再入札を行い、工事の遅延を
可能な限り短くして、事業を進めること。

以上、決議します。
　令和４年６月２１日

奈良県広陵町議会

令和４年６月議会　議案第４８号「広瀬川調整池整備工事（１工区）
に係る請負契約の締結について」の否決に関する決議
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５月31日、町長に対しコロナ禍における原
油価格及び物価高騰に伴う生活者の負担
軽減に関する要望書を提出しました。

１. 水道料金の基本料金を一定期間免除
２. 学校給食費の値上げ抑制と、質の低下
防止支援

３. ごみ袋無料引換券の配布

正副議長研修会 議場見学7月7日（木） ６月上旬
奈良県市町村会館で開催され、吉村議長、山
村副議長が参加しました。

「少子化・高齢化の両面から考える
　　結婚応援の必要性と、その可能性について」
講師　ＮＰＯ法人　日本結婚教育協会ＪＭＥＣＡ

 代表理事　棚橋美枝子氏

◎　６月１日（水）　広陵東小学校
◎　６月２日（木）　真美ヶ丘第二小学校
◎　６月９日（木）　真美ヶ丘第一小学校
３年生が議場見学に来られました。
「議員は何人おられますか」「どうして議員に
なろうと思ったのですか」などの質問や、「公園
に遊具を増やしてほしい」「コロナでできなくな
ったこと（かぐ
や姫まつりな
ど）を復活させ
てほしい」など
の要望がありま
した。

住民生活の負担軽減を‼

ご

み袋
無料引き換え券配布 水道

基本
料金４か月免除 学校

給食費値上げ抑制

地

域振
興券を全世帯へ配布

▲質問を受ける吉村議長▲研修会の様子

6月議会で可決‼

要望書を提出!!

（８月～11月） （1世帯2,000円）
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令和４年５月１９日議会 提出議案
議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

議案第 36号 人事院勧告を受け､一般職の国家公務員の給与改
定に準じて､議会議員期末手当の改定をするもの

広陵町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を
改正することについて

議案第 37号 人事院勧告を受け､一般職の国家公務員の給与
改定に準じて､特別職期末手当の改定をするもの

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部を改正することについて

議案第 38号 人事院勧告を受け､一般職の国家公務員の給与
改定に準じて､教育長期末手当の改定をするもの

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
条例の一部を改正することについて

議案第 39号 人事院勧告を受け､一般職の国家公務員の給与
改定に準じて､一般職期末手当の改定をするもの

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
ことについて

議案第 40号 期末手当の改定により、人件費に関わる予算補
正を歳入歳出のそれぞれ3,260万4千円の減額令和４年度広陵町一般会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×

令和４年５月臨時会　議案採決状況一覧　（○賛成　×反対）
※採決が分かれた議題のみを載せております。

議　　　案 議決結果

議 案 第 ３ ６ 号
議 案 第 ３ ９ 号
議 案 第 ４ ０ 号

原 案 可 決
原 案 可 決
原 案 可 決

八

尾

春

雄

岡

橋

庄

次

青

木

義

勝

岡

本

晃

隆

吉
村
眞
弓
美

吉

村

裕

之

谷
　

禎

一

坂

野

佳

宏

山
村
美
咲
子

笹

井

由

明

山
田
美
津
代

千

北

慎

也

堀

川

季

延

坂

口

友

良
議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
。

反対反対賛成 議
案
第
36
号
広
陵
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
39
号
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

議
会
基
本
条
例
に
お
い
て
、
町
と
議
会
は
二
元
代
表
制
で
あ
る
こ
と

が
謳
わ
れ
て
い
る
。
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
議
会
で
の
検
討
に
委
ね
る

べ
き
で
あ
る
。

賛成
情
勢
適
応
の
原
則
か
ら
、
人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で

あ
り
、
民
間
と
の
乖
離
を
な
る
べ
く
早
く
解
消
す
る
こ
と
が
、町
民
の
要
請

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、こ
の
議
案
に
は
賛
成
。

反対 議
案
第
40
号
令
和
４
年
度
広
陵
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

議
案
第
39
号
の
反
対
討
論
に
同
じ
。

賛成
議
案
第
39
号
に
伴
う
人
件
費
に
関
わ
る
予
算
補
正
で
あ
る
の
で
賛
成
。

職
員
の
給
与
減
収
と
な
れ
ば
、
そ
の
分
売
上
減
と
な
り
、
景
気
を
ま

す
ま
す
冷
え
さ
せ
る
。
令
和
３
年
12
月
期
末
手
当
が
過
剰
支
給
だ
か
ら

令
和
４
年
６
月
期
末
手
当
で
減
額
調
整
し
て
回
収
と
言
う
の
で
は
、
単

年
度
独
立
し
た
決
算
に
影
響
を
与
え
る
。
職
員
の
同
意
を
得
て
い
な
い

違
法
な
手
続
き
は
中
止
せ
よ
。

今
日
の
社
会
情
勢
の
中
で
、
町
職
員
は
決
め
ら
れ
た
業
務
を
、
精
一
杯

勤
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
期
末

手
当
の
減
額
な
ど
人
事
院
の
勧
告
を
基
と
し
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
て

地
方
公
務
員
に
も
適
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
賛
成
。



広陵町議会だより　118号

報告第 4号 令和 4年度税制改正に伴うもの（省エネ住宅減
税措置　等）

広陵町税条例の一部を改正する条例の専決処分の報
告について

報告第 5号
令和4年度税制改正に伴うもの（基礎課税額（医
療分）現行 63 万円から 65 万円に、後期高齢
者支援金等課税額 19 万円から 20 万円に引き
上げる）

広陵町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
専決処分の報告について

報告第 6号 令和 3年度の土地開発公社決算の報告令和３年度広陵町土地開発公社の経営状況の報告に
ついて

報告第7号 12 億 3,748 万円を令和 4年度に繰越令和３年度広陵町一般会計繰越明許費繰越計算書の
報告について

報告第 8号 旧クリーンセンターエアカーテン設備工事が未
完了のため（561 万円の事故繰越）

令和３年度広陵町一般会計事故繰越し繰越計算書の
報告について

報告第 9号 繰越明許費の確定
（241 万円を令和 4年度に繰越）

令和３年度広陵町下水道事業会計予算繰越計算書の
報告について

議案第41号 条例の新規制定
本町の文化芸術推進のため審議会を設置広陵町文化芸術推進審議会設置条例の制定について

議案第42号 委員定数の見直し広陵町防災会議条例の一部を改正することについて

議案第43号 審議会委員の定数と要件を改める広陵町特別職報酬等審議会条例の一部を改正するこ
とについて

議案第44号 減免措置を行うための改正広陵町国民健康保険税条例及び広陵町介護保険条例
の一部を改正することについて

議案第45号 動物の愛護及び管理に関する法律の改正によ
り、犬の登録手数料徴収を改正広陵町手数料徴収条例の一部を改正することについて

議案第46号 所期の目的が達成されたため、委員会を廃止す
る

広陵町の公民館建替及び文化芸術の振興のあり方検
討委員会設置条例の廃止について

議案第47号 2,615 万５千円の追加補正（低所得の子育て世
帯へ児童一人当たり５万円支給　等）令和４年度広陵町一般会計補正予算（第２号）

議案第48号 内水氾濫を防ぐための工事の請負契約締結広瀬川調整池整備工事（１工区）に係る請負契約の
締結について

議員提出
議案第7号

議案第 48 号の否決に伴い、議会として町に今
後の対応を要求するもの

令和４年６月議会　議案第４８号「広瀬川調整池整
備工事（１工区）に係る請負契約の締結について」
の否決に関する決議について

議案第49号 内水氾濫を防ぐための工事の請負契約締結古寺川調整池整備工事（１工区）に係る請負契約の
締結について

議案第50号 地方文化芸術推進に基づき策定広陵町の文化芸術推進基本計画を定めることについて

議案第51号 コロナ禍における生活者の負担軽減施策広陵町水道事業給水条例の一部を改正することにつ
いて

議案第52号 コロナ禍における生活者の負担軽減施策令和４年度広陵町一般会計補正予算（第３号）

議案第53号 コロナ禍における生活者の負担軽減施策令和４年度広陵町学校給食特別会計補正予算（第１号）

議案第54号 コロナ禍における生活者の負担軽減施策令和４年度広陵町水道事業会計補正予算 (第１号 )

（次ページに全文紹介します）子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書
について

令和４年６月議会提出議案　（議案は採決し、報告は町長専決の報告）

議案番号 件　　　　　　名 概　　　　　　要

６

議員提出
議案第 6号
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７

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ ×
× × × × × × × ×  × × × × ×

反対反対 報
告
第
５
号
広
陵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専

決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

議
案
第
48
号
広
瀬
川
調
整
池
整
備
工
事

（
１
工
区
）に
係
る
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

令和４年６月定例会　議案採決状況一覧（○賛成　×反対）
※全会一致で原案可決した議題は除いております。

議　　　案 議決結果

国
保
税
の
上
限
を
こ
れ
ま
で
の
82
万
円
か

ら
85
万
円
ま
で
と
す
る
増
税
案
だ
。
物
価
高

騰
で
生
活
が
疲
弊
し
て
い
る
時
に
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
値
上
げ
は
認
め
ら

れ
な
い
。

・
条
例
違
反
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
本
人

も
認
め
て
い
る
。
工
事
請
負
代
表
契
約

者
に
、
町
が
入
札
参
加
資
格
有
り
と
し

て
提
案
し
た
結
果
、
本
人
も
辞
退
す
べ

き
な
の
に
拒
否
し
て
い
る
。
長
期
間
放

置
し
た
町
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
議

会
の
責
務
を
果
た
さ
な
か
っ
た
私
た
ち

古
参
議
員
も
、
猛
省
し
て
お
詫
び
す
る
。

本
人
と
町
に
対
し
て
厳
し
い
対
応
を
求

め
て
、
反
対
。

・
町
は
、
調
整
池
整
備
で
の
掘
削
土
は
工

事
費
を
安
く
す
る
た
め
に
箸
尾
準
工
造

成
工
事
で
利
用
す
る
説
明
で
あ
っ
た
が
、

１
万
㎥
が
残
土
処
分
と
し
た
費
用
が
多

額
に
計
上
さ
れ
た
入
札
と
な
っ
て
い
る
。

適
正
に
改
め
再
入
札
を
求
め
る
。

報 告 第 ５ 号
議 案 第 ４ ８ 号

承 認
否 決

八

尾

春

雄

岡

橋

庄

次

青

木

義

勝

岡

本

晃

隆

吉
村
眞
弓
美

吉

村

裕

之

谷
　

禎

一

坂

野

佳

宏

山
村
美
咲
子

笹

井

由

明

山
田
美
津
代

千

北

慎

也

堀

川

季

延

坂

口

友

良

未来を担う子どもたちが、健やかで心豊かに成長するために心身の健康を保つことは、保護者や大人たちの願いである。
子どもの歯や口腔の健康な状態を保持すること、発育期において適切な歯科矯正治療を受けられることは、顔の骨格や身体
の健康を良好な状態にするだけでなく、精神的安定や生活習慣の改善にも効果があるといえる。また、咀嚼や口腔機能を維持回
復させることは、ＱＯＬ（生活の質）の向上につながり、医療費の抑制にも寄与することが「８０２０運動」等によって実証される。
これまでに、歯科矯正治療に係る療養の給付の対象は、その範囲の拡大や見直しがおこなわれてきており、現在は５９の疾患
が保険適用とされている状況である。しかし、特定の疾患に該当しない場合が多く、保険適用外の治療のため、その費用の負担
が高額なことから診察にとどまり治療に踏み切れないケースも少なくない状況である。
子どもの歯並びについては、平成６年から学校健診の必要治療項目に入れられ、その中で、勧告を受けても経済的に困窮しているひ

とり親世帯や低所得世帯においては、保険適用に該当しない場合、必要な治療が受けられず矯正治療を断念している場合もあるのが
現状である。こうした現状をふまえ、子育て支援の観点からも、子どもたちの適正な歯科矯正治療を可能にするため、国において早急に
保険適用基準の見直しを行い、保険適用に至らないケースにおいても、さらなる適用基準の拡充を実施することを求める。

記
１　子どもの歯科矯正における保険適用の拡充を図ること
２　歯科矯正に対する保険適用基準の見直しの検討および実施
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和４年６月２１日

奈良県広陵町議会
衆議院議長 細田　博之　様
参議院議長 山東　昭子　様
内閣総理大臣 岸田　文雄　様
財務大臣 鈴木　俊一　様　
厚生労働大臣 後藤　茂之　様
文部科学大臣 末松　信介　様

子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書

議
長
は
採
決
に

加
わ
り
ま
せ
ん
。

賛成
高
齢
化
の
加
速
に
よ
る
財
政
事
情
の
悪
化

を
食
い
止
め
る
た
め
の
対
策
で
あ
る
。



広陵町議会だより　118号

８

よ し む ら ひ ろ ゆ き

議長 吉村 裕之

町政を

問う
一  般
質  問

一般質問を 6月 13日～ 15日に行いました。
なお、質問内容及び答弁内容については、紙面の
都合上、要約掲載となっておりますので、詳細につ
きましてはインターネット中継、または会議録をご
覧ください。
会議録は、9 月上旬に町役場及び町施設のサービ
スカウンターに配置し、広陵町ホームページにも掲
載する予定です。
○i 答弁者の「理事者」との記載は、
町長、副町長、教育長、関係部次
長の発言を要約して掲載する場合
に用いています。

●

●
役所の仕事の評価はどうしているのか
地域コミュニティ崩壊は止められるのか

谷　禎一　議員（10ページ）

●

●

●

循環バス実験運行の次の手は
コロナワクチン接種率の年齢別傾向は
4年ぶりの小中理科学力調査は

坂口　友良　議員（11ページ）

●

●
ヤングケアラーについて
教育のデジタル化について

岡橋　庄次　議員（9ページ）

●

●

●

端末貸与保護者負担について
ウォーターサーバーを各小中学校に設置を
給食の衛生管理基準について

山田　美津代　議員（20ページ）

●

●

●

中央公民館建て替えについて
私有地の樹木伐採について
かつらぎの道の安全対策について

八尾　春雄　議員（16ページ）

● コミュニティカルテの活用と検証について
堀川　季延　議員（14ページ）

●

●
子どもたちへの支援について
箸尾駅周辺地区開発について

岡本　晃隆　議員（15ページ）

●

●
安全安心安価な水道水は単独か県一体化でか
男子トイレの個室に優しさを

青木　義勝　議員（19ページ）

●

●
女性が輝くまちづくりをめざして
次世代を担う子どもが輝けるまち

山村　美咲子　議員（21ページ）

●

●

●

広陵町版パートナーシップ宣誓制度実施を
逆転の発想  逆プロポで地域課題の解決を
北葛城郡合同マラソン大会の可能性を問う

千北　慎也　議員（13ページ）

●

●
重層的支援体制整備について
広陵中学校における自転車通学路について

吉村　眞弓美　議員（18ページ）

●

●
障がい者の就労支援について
空き家対策について

笹井　由明　議員（12ページ）

● ペット合葬墓とドッグランについて
坂野　佳宏　議員（17ページ）
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９

お か は し し ょ う じ

岡橋　庄次

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て

学校教育
　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
本

来
、大
人
が
担
う
ケ
ア（
家
族
の
身

体
的・精
神
的
疾
患
の
介
護
な
ど
）

や
家
事
全
般
を
子
ど
も
が
日
常
的

に
行
い
、
受
け
る
べ
き
教
育
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
「
子
ど
も
自

身
の
権
利
」
が
守
ら
れ
て
い
な
い

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
で
、

町
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
の
実
態
を
把
握
し
て
お
ら
れ

る
の
か
。今
後
の
取
り
組
み
の
方

向
性
を
伺
う
。

　
本
町
で
の
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

中
学
３
年
生
３
３
０
人
中
52
人
が

日
常
的
に
家
事
や
家
族
の
世
話
を

し
て
い
る
と
の
回
答
で
あ
る
が
、

通
常
の
手
伝
い
と
の
区
別
が
難
し

い
。
支
援
が
必
要
な
時
は
速
や
か

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
国
の
支
援
策

が
進
む
中
、
適
切
に
対
応
を
進
め

る
。

教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て

学校教育
　
　
本
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
一

部
の
教
科
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を

活
用
し
て
い
る
学
校
が
あ
り
、
目

的
外
使
用
を
含
み
学
習
用
端
末
の

長
時
間
利
用
に
つ
い
て
は
、
健
康

面（
視
力
低
下
な
ど
）の
影
響
が
不

安
視
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
つ
い
て
の

本
町
の
対
応
を
伺
う
。

本
町
で
は
、
各
学
校
に
お
い
て

端
末
の
利
用
ル
ー
ル
を
作
成
し
、

児
童
・
生
徒
に
啓
発
し
て
お
り
、

視
力
低
下
予
防
に
努
め
て
い
る
。

目
的
外
利
用
に
つ
い
て
は
、
家
庭

に
お
け
る
使
用
の
場
合
、
保
護
者

の
協
力
の
も
と
適
切
に
指
導
し
て

い
く
。

植
村
教
育
長

植
村
教
育
長



10

広陵町議会だより　118号

た に よ し か ず

谷　禎一

役
所
の
仕
事
の
評

価
は
ど
う
し
て
い

る
の
か

行政評価　
　

①
国
の「
行
政
評
価
局
」の
機
能
を

町
で
は
企
画
部
総
合
政
策
課
が

「
行
政
評
価
」「
人
事
評
価
」「
財

務
監
査
」等
で
評
価
す
る
の
か
。

②
具
体
的
に
次
は
ど
の
評
価
と
な

る
の
か
。

⑴
道
路
拡
幅
内
に
建
物
（
⑷
に
表

示
）、電
柱
が
残
存
し
１
年
が
経

過
。

⑵
西
小
校
内
工
事
で
騒
音
、
ア
ス

ベ
ス
ト
発
生
で
工
事
中
断
。

⑶
水
道
局
土
地
売
却
で
１
億
３
千

万
円
の
町
の
損
害
金
発
生
。

⑷
新
設
し
た
放
課
後
育
成
教
室
で

希
望
児
童
が
収
容
で
き
ず
⑴
の

建
物
残
存
。

①
総
務
省
と
同
じ
。施
策
や
事
業

が
効
率
的
、
効
果
的
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
改
善
す
る
仕
組
み
。

②
議
員
の
質
問
は
職
員
の
責
任
追

及
と
な
り
や
る
気
が
失
せ
て
し

ま
う
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

崩
壊
は
止
め
ら
れ
る

の
か

まちづくり

理
事
者

①
コ
ロ
ナ
禍
で
約
２
年
間
は
各

区
、
自
治
会
の
地
域
活
動
も
低

調
で
、
直
接
的
な
働
き
か
け
は

控
え
て
お
り
、
今
後
は
住
民
懇

談
会
の
開
催
予
定
。

②
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
参
考
と

で
き
る
地
域
活
動
で
支
援
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

理
事
者

　
過
去
の
事
業
に
問
題
が
あ
れ

ば
、適
正
な
評
価
を
し
、反
省
材

料
と
し
て
施
策
の
改
善
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
昨
年
７
月
に
も
質
問
し
た

が
、
区
や
自
治
会
は
高
齢
化
や
人

間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
で
町
行
政

業
務
の
補
助
を
金
銭
や
役
員
の
労

働
で
何
と
か
継
続
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
の
課
題
や

問
題
な
ど
全
て
行
政
に
丸
投
げ
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

①
各
区
自
治
会
の
現
状
は
。住
民

懇
談
会
の
結
果
は
。

②
金
銭
で
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、（
例
）家
庭
菜
園
の
野
菜
の

寄
付
な
ど
を
返
礼
品
に
し
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制

度
」は
ど
う
か
。町
で
難
し
け
れ

ば
地
域
で
行
う
場
合
、
支
援
す

る
の
か
。

小
学
校

小
学
校

【北方向】【北方向】

小
学
校

小
学
校

【南方向】【南方向】

放課後育成教室放課後育成教室

▲広陵西小学校東面道路▲広陵西小学校東面道路
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さ か ぐ ち と も よ し

坂口　友良

循
環
バ
ス
実
験
運

行
の
次
の
手
は

公共交通
　
　
実
際
運
行
し
て
み
る
と
、
３

便
中
２
便
は
利
用
者
ゼ
ロ
と
い
う

空
気
を
運
ん
で
い
る
結
果
と
な
っ

た
が
、
運
行
不
振
の
分
析
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

　
以
前
の
公
共
交
通
の
資
料
を
見

る
と
、
自
家
用
有
償
運
送
な
ど
新

し
い
言
葉
が
見
ら
れ
た
が
、
目
新

し
い
方
式
で
実
験
運
行
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　
一
定
の
利
用
は
あ
っ
た
が
目
標

を
上
回
ら
な
か
っ
た
。「
広
陵
町
地

域
公
共
交
通
計
画
」
の
自
家
用
有

償
運
送
を
来
年
度
以
降
に
実
証
運

行
を
実
施
す
る
。今
年
度
は
、住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実
施
に
よ

り
、
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
運
行
を

検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
の
年
齢
別

傾
向
は

保健衛生
　
　
３
回
目
の
集
団
接
種
も
終
わ

り
高
齢
者
は
９
割
以
上
だ
が
、
39

歳
以
下
は
４
割
台
で
あ
る
。
集
団

免
疫
が
形
成
さ
れ
れ
ば
コ
ロ
ナ
禍

も
終
息
さ
れ
る
と
思
う
の
で
、
若

い
世
代
に
も
PR
が
必
要
で
あ
る
。

接
種
率
ア
ッ
プ
の
対
策
は
ど
う
か
。

町
内
の
感
染
者
数
を
見
る
と
30

歳
ま
で
が
７
割
を
占
め
て
い
る
。

4
年
ぶ
り
の
小
中

理
科
学
力
調
査
は

公教育部門

山
村
町
長

山
村
町
長

町
内
７
校
あ
る
が
、
１
校
が
週

２
〜
３
回
、３
校
が
週
１
回
以
上
、

２
校
が
月
２
〜
３
回
、
１
校
が
月

に
１
回
実
験
観
察
を
行
っ
た
。今

後
は
、
実
験
実
習
指
導
員
や
サ

ポ
ー
タ
ー
な
ど
地
域
の
方
の
協
力

等
を
得
な
が
ら
理
科
の
学
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
４
年
前
の
県
平
均
は
、
全
国

平
均
よ
り
も
低
く
小
学
校
で
は
実

験
観
察
や
、
実
験
自
体
が
全
国
平

均
よ
り
少
な
い
の
で
低
い
の
も
当

然
で
あ
る
。

　
今
、小
学
校
で
は
、学
力
向
上
推

進
支
援
事
業
を
行
い
好
評
で
あ

る
。先
生
方
の
授
業
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
の
実
験
実
習
指
導
員
や
理

科
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
な
ど
も
順
次

取
り
入
れ
て
向
上
推
進
は
ど
う

か
。

植
村
教
育
長

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
、
モ
デ
ル

ナ
か
ら
フ
ァ
イ
ザ
ー
に
変
更
し
て

対
応
し
て
も
定
員
枠
の
半
分
以
下

で
あ
っ
た
。メ
リ
ッ
ト・デ
メ
リ
ッ

ト
を
理
解
し
た
上
で
、
周
知
も
引

き
続
き
実
施
し
て
い
く
。
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その他
質問事項

〇
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
登

校
児
童
・
生
徒
解
消
へ

の
取
組
に
つ
い
て

さ さ い よ し あ き

笹井　由明

障
が
い
者
の
就
労

支
援
に
つ
い
て

障がい者　①
一
定
数
以
上
の
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
る
企
業
や
公
共
団
体
を

対
象
に
雇
用
の
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
。本
町
の
実
態
に
つ
い

て
問
う
。

②
差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
提

供
義
務
、
障
が
い
者
職
業
生
活

相
談
員
の
選
任
に
つ
い
て
問

う
。

③
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

問
合
せ
や
そ
の
対
応
を
問
う
。

④
町
内
障
が
い
者
の
就
労
支
援
事

業
所
に
関
す
る
推
移
と
連
携
は

ど
う
か
。

空
き
家
対
策
に
つ

い
て

空き家　
こ
れ
ま
で
質
問
を
繰
り
返
し

て
き
た
お
寺
の
空
き
家
に
つ
い
て
、

対
策
協
議
会
の
開
催
経
過
を
踏
ま

え
、進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

山
村
町
長

①
障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
は
、

民
間
は
2.3
％
、公
共
団
体
は
2.6
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
法
定
雇
用
障
が
い
者
数
の
算
定

基
礎
と
な
る
職
員
数
は
3
3
9

人
、実
雇
用
数
は
9
人
、雇
用
率

は
2
．65
％
と
な
っ
て
お
り
、
達

成
し
て
い
る
。

②
平
成
30
年
4
月
広
陵
町
に
お
け

る
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員

対
応
要
領
を
策
定
し
て
お
り
、

認
定
講
習
を
受
け
た
職
業
生
活

相
談
員
1
名
を
配
置
し
て
い

る
。

③
毎
年
4
件
程
度
の
相
談
が
あ
り
、

訓
練
希
望
が
あ
っ
た
場
合
は
奈

良
県
立
高
等
技
術
専
門
校
を
紹

介
し
、可
能
性
が
あ
れ
ば
適
切
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

山
村
町
長

本
山
興
正
寺
と
は
連
絡
が
つ
き
、

住
職
に
面
会
さ
れ
た
が
一
方
的
な

協
議
に
終
わ
っ
て
い
る
。

檀
家
総
代
と
の
話
の
中
で
は
、檀

家
解
散
の
意
向
も
伺
え
た
。

空
家
等
対
策
協
議
会
は
７
月
に

開
催
予
定
で
あ
り
、特
定
空
家
認
定

も
考
慮
し
な
が
ら
、一
日
も
早
い
解

体
撤
去
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き

た
い
。

④
本
町
に
は
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
が
4
か
所
あ
り
、
平
成

30
年
3
月
時
点
で
47
人
で
あ
っ

た
利
用
人
数
も
令
和
4
年
3
月

時
点
で
は
72
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
所
は
3
市
1
町

中
和
地
区
障
が
い
者
自
立
支
援

協
議
会
の「
就
労
支
援
部
会
」に

参
加
頂
い
て
お
り
、利
用
者
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
支

援
方
法
や
課
題
解
決
に
向
け
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
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ち ぎ た    　 し ん や

千北　慎也

多様性

広
陵
町
版
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
実
施
を

　
　
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
方
か
ら
、

同
性
婚
が
難
し
く
て
も
、
自
治
体

単
位
で
実
施
可
能
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
の
は
、
社
会
か
ら
見
放
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
と
相
談

を
受
け
た
。
本
制
度
は
制
度
で
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
以
上
に
、
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

L
G
B
T
Q
の
方
々
に
と
っ
て
、

自
治
体
が
認
め
て
く
れ
た
、
と
い

う
安
心
感
に
つ
な
が
る
と
感
じ

る
。
ま
た
、
自
治
体
が
同
性
パ
ー

ト
ナ
ー
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

が
限
ら
れ
て
い
て
も
、
自
治
体
が

官民連携

逆
転
の
発
想

逆
プ
ロ
ポ
で
地
域

課
題
の
解
決
を

　
　
自
治
体
が
企
業
に
対
し
企

画
、
提
案
し
、
と
も
に
課
題
解
決

に
取
り
組
む
逆
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と

い
う
仕
組
み
が
あ
る
。
広
陵
町
で

は
第
5
次
広
陵
町
総
合
計
画
を
内

製
す
る
な
ど
、
職
員
ス
キ
ル
も
向

上
し
て
い
る
の
で
、
新
た
な
官
民

連
携
の
手
法
と
し
て
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

認
め
る
こ
と
で
、
民
間
企
業
の
家

族
向
け
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る

の
で
、
意
義
が
大
き
く
、
導
入
に

向
け
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

理
事
者

第
5
次
広
陵
町
総
合
計
画
で

「
誰
も
が
お
互
い
の
人
権
や
多
様

性
を
尊
重
し
合
い
、
全
て
の
住
民

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
を
め
ざ
す
、
と

掲
げ
る
本
町
と
し
て
は
、
人
権
や

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
意
義
あ
る
制
度
だ

と
考
え
て
い
る
。奈
良
県
内
で
は
、

奈
良
市
、生
駒
市
、大
和
郡
山
市
、

天
理
市
の
4
市
で
導
入
さ
れ
て
お

り
、
ま
ず
は
導
入
自
治
体
の
制
度

等
を
熟
知
し
た
上
で
検
討
し
た

い
。

理
事
者

逆
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の
参
加
に

つ
き
積
極
的
に
検
討
す
る
。

広域連携

北
葛
城
郡
合
同

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

可
能
性
を
問
う

　
　
毎
年
冬
に
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
実
施
し
て
い
る
が
、
北
葛
城

郡
4
町
で
合
同
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
そ
う
す

れ
ば
、
コ
ス
ト
も
抑
え
る
こ
と
が

で
き
、
効
果
的
な
集
客
も
見
込
め

る
。
さ
ら
に
、
ま
ち
の
新
た
な
賑

わ
い
に
も
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

理
事
者

昨
今
、
様
々
な
分
野
で
自
治
体

間
の
広
域
連
携
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
北
葛
城
郡
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
開
催
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

各
関
係
団
体
と
も
課
題
を
分
析
し

検
討
す
る
。
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ほ り か わ と し の ぶ

堀川　季延

　
　
広
陵
町
は
、
平
成
30
年
７
月

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
を
作
成

さ
れ
て
い
る
。地
域
の
課
題
や
町

の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、

課
題
の
分
析
や
活
用
が
機
能
し
て

い
な
い
。行
政
と
地
域
で
連
携
し

て
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
の
場

が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。コ
ロ

ナ
感
染
の
影
響
で
行
事
が
停
滞
し

て
い
る
が
、
今
年
の
住
民
懇
談
会

の
再
開
予
定
は
考
え
て
い
る
の

か
。

　
地
域
担
当
職
員
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
の
更
新
が
図

ら
れ
る
が
、諸
課
題
の
解
決
に
つ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

ル
テ
の
活
用
と
検

証
に
つ
い
て

地域づくり

平
成
30
年
７
月
に
地
域
担
当
職

員
が
、
地
域
の
定
例
会
、
役
員
会

等
で
、
区
長
・
自
治
会
長
や
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
地
域
課
題
等
を
聴

き
取
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ

を
作
成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

職
員
が
地
域
課
題
等
を
把
握
す
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
も
の
の
、
有

効
的
な
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

地
域
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
６
月
に

施
行
し
た
広
陵
町
自
治
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
参
画
と
協
働
を
基
本

と
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
区
長
・
自
治
会
長
会
で

広
陵
町
自
治
基
本
条
例
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
参
画
と
協
働

を
進
め
て
い
く
視
点
を
持
っ
た
住

民
懇
談
会
の
再
開
を
予
定
し
て
い

る
。地

域
担
当
職
員
は
、
行
政
と
地

域
の
パ
イ
プ
役
で
、
行
政
情
報
の

提
供
や
関
係
課
と
の
連
絡
調
整
を

図
る
も
の
で
、
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
関
係
課
と
協
議
し
地
域
に

状
況
報
告
等
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
地
域
課
題
等
に
つ
い
て
の

内
容
確
認
や
整
理
を
行
い
、
課
題

解
決
の
提
案
や
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き

る
役
割
分
担
を
地
域
に
示
し
、
地

域
づ
く
り
の
支
援
が
で
き
る
よ
う

職
員
の
研
修
等
を
継
続
し
て
い

く
。

山
村
町
長

な
が
る
よ
う
カ
ル
テ
の
処
方
箋
ま

で
作
成
願
い
た
い
。ま
た
、地
域
担

当
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
過

去
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
地
域
で

展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
伺
う
。
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▲箸尾駅周辺の様子

　
　①

安
心
し
て
安
全
に
登
下
校
で
き

る
通
学
路
の
具
体
的
な
安
全
対

策
の
取
組
に
つ
い
て
。

②
教
育
分
野
の
各
事
業
に
、Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

て
い
く
の
か
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

進
捗
状
況
。

お か も と て る た か

岡本　晃隆

子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
に
つ
い
て

子ども支援

　
　①

箸
尾
駅
周
辺
開
発
の
具
体
的
な

構
想
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
。

②
箸
尾
駅
周
辺
地
域
の
想
定
範
囲
。

③
周
辺
地
域
の
理
解
と
協
力
を
踏

ま
え
た
今
後
の
進
め
方
は
。

箸
尾
駅
周
辺
地
区

開
発
に
つ
い
て

まちづくり

理
事
者

理
事
者

①
毎
年
、
関
係
機
関
や
関
係
部
署

と
、
通
学
路
の
安
全
点
検
及
び

協
議
を
行
い
、
危
険
度
の
高
い

箇
所
か
ら
安
全
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

①
具
体
的
な
整
備
計
画
は
未
定
。

ま
ず
は
、
町
道
箸
尾
駅
前
線
の

都
市
計
画
の
見
直
し
と
駅
前
広

場
の
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進

め
て
い
く
。

②
こ
の
事
業
計
画
の
地
域
は
、
町

道
箸
尾
駅
前
線
や
関
連
道
路
の

整
備
を
進
め
る
駅
近
傍
地
区
に

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心

に
、
食
育
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

体
験
学
習
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

③
昨
年
度
か
ら
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
、
学
習
支
援
や
環
境

美
化
支
援
、
登
下
校
の
見
守
り

な
ど
、学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

組
織
的
な
協
働
に
よ
る
活
動
を

進
め
て
い
る
。

な
る
と
考
え
て
い
る
。

③
基
盤
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、

周
辺
地
域
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。地
域
の
皆
様
の
意

見
を
伺
い
、地
域
の
方
々
と
と
も

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。



16

広陵町議会だより　118号

その他
質問事項

〇
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

条
例
の
普
及
に
つ
い
て

中
央
公
民
館
建
て

替
え
に
つ
い
て

中央公民館
　
　
公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸
術

の
振
興
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」は

町
長
に
２
月
12
日
最
終
答
申
を
提

出
し
、今
６
月
議
会
で
解
散
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。「
文
化
芸
術
基

本
計
画
」は
議
会
で
の
議
決
後
具
体

化
が
は
か
ら
れ
る
が
、一
方
建
て
替

え
の
課
題
は
方
針
が
明
確
で
な
い
。

ど
う
す
る
つ
も
り
か
。

議
会
で
も
、
地
元
大
字
か
ら
も

強
い
要
望
が
出
て
お
り
放
置
で
き

な
い
。こ
の
た
び
指
摘
さ
れ
た
大

字
萱
野
に
あ
る
土
地
の
所
有
者
と

連
絡
が
取
れ
た
こ
の
土
地
は
農
地

で
あ
る
た
め
農
業
委
員
会
が
積
極

的
に
動
き
、
解
決
に
近
づ
い
て
い

る
。町
内
に
は
同
趣
旨
の
無
管
理

状
態
の
土
地
も
散
見
さ
れ
る
た

年
度
内
に
、
建
て
替
え
の
方
針

に
関
し
て
町
長
に
対
し
て
方
針
を

提
起
せ
よ
と
の
指
示
が
入
っ
た
。

教
育
振
興
部
長
が
起
案
す
る
役
割

を
負
う
。

私
有
地
の
樹
木
伐

採
に
つ
い
て

土地の
管 理

　
　
町
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に

繁
茂
し
て
い
る
樹
木
は
所
有
者
の
責

任
と
経
費
負
担
で
伐
採
し
て
も
ら
い

た
い
。近
く
に
物
流
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク

基
地
が
出
来
た
の
で
、た
び
た
び
車
両

の
通
行
が
で
き
な
く
なって
い
る
。

か
つ
ら
ぎ
の
道
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

交通安全
　
　
北
の
終
点
は
、
馬
見
北
５
丁

目
の「
ぬ
く
も
り
広
陵
」隣
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
ら
ぎ
の
道

利
用
者
は
、
付
近
の
横
断
歩
道
を

利
用
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
上

田
部
奥
鳥
井
線
を
横
切
る
場
合
も

多
く
危
険
だ
。

す
ぐ
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る

た
め
、
新
た
に
横
断
歩
道
設
置
は

難
し
い
と
香
芝
警
察
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。既
設
横
断
歩
道
の
利
用

を
よ
び
か
け
る
と
と
も
に
、
歩
道

と
車
道
の
間
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
け

る
こ
と
も
研
究
し
て
い
る
。

め
、
引
き
続
き
働
き
か
け
を
継
続

し
て
い
く
。

や つ お は る お

八尾　春雄

理
事
者

理
事
者

理
事
者

作業途中です。
これで通行もしやすくなります。
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狂
犬
病
の
団
体
接
種
時
に
意
向

調
査
を
検
討
し
た
い
。

理
事
者

さ か  の よ し ひ ろ

坂野　佳宏

動物と共生

ペ
ッ
ト
合
葬
墓
と

ド
ッ
グ
ラ
ン
に

つ
い
て

　
犬
、
猫
は
、
愛
玩
動
物
か
ら

家
族
同
様
の
位
置
付
け
と
な
っ
て

来
て
い
る
。

民
間
の
動
物
霊
園
が
あ
る
が
、

町
営
墓
地
の
一
部
に
動
物
用
合
葬

墓
の
設
置
を
考
え
る
こ
と
は
出
来

な
い
か
。

是
非
、
検
討
委
員
会
を
設
置
し

議
論
い
た
だ
き
た
い
。

　
犬
、
猫
を
飼
っ
て
い
る
家
は
、

推
定
３
千
世
帯
あ
る
。

　
回
答
い
た
だ
い
た
中
で
、
町
営

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
つ
い
て
過
去

に
、
吉
村
眞
弓
美
議
員
か
ら
一
般

質
問
さ
れ
た
が
、
前
向
き
な
回
答

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

当
時
は
、
私
も
後
ろ
向
き
で
あ

っ
た
が
、
去
年
か
ら
犬
を
飼
っ
た
と

こ
ろ
、
町
有
地
で
未
利
用
地
が
多

数
存
在
す
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
犬
嫌
い
の
方
々
と
分
離
し
、
愛

犬
の
健
康
の
た
め
に
も
ド
ッ
グ
ラ

山
村
町
長

今
や
ペ
ッ
ト
は
、
か
け
が
え
の

な
い
家
族
と
し
て
、
多
く
の
家
庭

に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
犬
、
猫
以
外
に
も
小
動

山
村
町
長

都
市
公
園
等
は
種
々
課
題
が
あ

り
難
し
い
。

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
家
庭

で
過
ご
す
時
間
が
増
加
す
る
中

で
、
ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ
る
方
が
増

え
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

犬
と
共
生
で
き
る
環
境
整
備
に

向
け
て
、
今
後
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の

整
備
な
ど
も
含
め
た
都
市
公
園
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

私
見
で
は
あ
る
が
、
旧
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
で
羊
を
放
し
て
い

る
土
地
で
実
証
実
験
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
て
い
る
。

物
等
の
飼
育
も
多
様
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

家
族
同
様
と
し
て
生
活
し
て
い

た
た
め
、
亡
く
な
っ
た
後
は
し
っ
か

り
供
養
し
て
や
り
た
い
と
考
え
る

飼
い
主
の
方
の
思
い
も
推
察
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ペ
ッ
ト
合
葬

墓
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
人
の
遺

骨
を
埋
葬
す
る
合
葬
墓
と
同
じ
敷

地
に
設
置
す
る
こ
と
は
理
解
が
得

ら
れ
る
か
ど
う
か
難
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

現
状
、ペ
ッ
ト
合
葬
墓
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
等
は
い
た
だ
い

た
こ
と
は
な
い
の
で
、
今
後
の
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

ン
施
設
に
転
用
出
来
な
い
か
と
提

案
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
有
料
で
利
用
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
検
討
願
い
た
い
。

墓
地
の
一
部
で
は
理
解
得
ら
れ
な
い

と
は
理
事
者
側
の
勝
手
解
釈
で
あ

る
。ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
意
向
調
査
願
い
た
い
。
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よ し む ら ま ゆ み

吉村　眞弓美

理
事
者

重
層
的
支
援
体
制

整
備
に
つ
い
て

福祉
　
　①

本
町
に
お
け
る
重
層
的
支
援
体

制
の
状
況
は
。

②
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
（
支
援
が

必
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
届

い
て
い
な
い
人
に
対
し
、
行
政

が
積
極
的
に
働
き
か
け
て
支
援

を
届
け
る
プ
ロ
セ
ス
）
で
発
見

し
き
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
て

い
る
子
供
・
若
者
困
窮
者
へ
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
こ
に

手
が
届
く
の
か
、
町
の
考
え
を

聞
く
。

③
子
供
た
ち
に
伴
走
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

を
提
案
す
る
。誰
に
も
話
せ
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
を
学
校
か
ら

広
陵
中
学
校
に

お
け
る
自
転
車

通
学
路
に
つ
い
て

通学路
　
　
南
郷
地
域
か
ら
広
陵
中
学
校

ま
で
の
南
22
号
線
を
行
き
来
す
る

自
転
車
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

①
困
り
ご
と
を
抱
え
る
方
へ
の
個

別
支
援
を
起
点
に
、
地
域
の
共

助
の
仕
組
み
づ
く
り
や
、
解
決

に
向
け
た
新
た
な
資
源
開
発
ま

で
を
一
貫
し
て
対
応
で
き
、特
定

の
課
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
横

断
的
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整
え

て
ま
い
る
。

②
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

の
見
守
り
に
よ
る
未
然
防
止
対

策
及
び
早
期
発
見
に
努
力
し
て

い
る
。地
域
で
の
相
談
窓
口
開

理
事
者

東
側
車
線
の
舗
装
補
修
は
お
お

む
ね
完
了
。
役
場
の
東
側
は
水
路

の
蓋
が
け
に
よ
り
整
備
済
み
。
さ

ら
に
北
側
の
２
３
０
メ
ー
ト
ル
に

つ
い
て
も
整
備
工
事
を
実
施
す

る
。
路
面
標
示
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
度
か
ら
着
手
で
き
る
よ
う
進

め
て
ま
い
る
。

その他
質問事項
〇
更
年
期
障
害
で
悩
む
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
支
給
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
通
じ

て
誰
か
に
助
け
て
と
い
う
ふ
う

に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
送
れ
る
よ
う
に
す

れ
ば
、
そ
の
子
供
た
ち
が
支
援

に
つ
な
が
る
。こ
れ
を
保
健
室

の
先
生
が
担
っ
て
は
ど
う
か
。

設
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、「
な
ん
で
も
相
談
窓

口
」
を
小
学
校
区
ご
と
に
出
張

相
談
窓
口
と
し
て
増
設
す
る
。

③
保
健
室
の
先
生
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
的
役
割
と
し
て
、
専

門
機
関
に
つ
な
ぐ
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。ま
た

担
任
か
ら
も
相
談
を
受
け
、
つ

な
い
で
い
く
と
い
う
こ
と
も
検

討
す
る
。
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理
事
者

①
人
口
減
少
老
朽
化
等
で
更
新
費

の
増
加
、熟
練
職
員
の
減
少
で
技

術
力
低
下
等
多
く
の
自
治
体
は

事
業
継
続
が
困
難
と
な
る
故
。

②
施
設
整
備
も
県
一
体
化
の
メ

リ
ッ
ト
と
単
独
と
の
比
較
検
証

結
果
。

③
異
論
等
に
ル
ー
ル
の
議
論
が
さ

れ
る
。

④
単
独
と
比
べ
料
金
値
上
げ
が
抑

制
さ
れ
る
。一
体
化
で
本
町
の

大
幅
な
値
上
げ
は
な
い
。

設
置
済
み
は
、
中
央
公
民
館
の

み
。
近
隣
自
治
体
で
も
設
置
が
進

ん
で
い
な
い
が
議
員
ご
指
摘
の
件

は
、
町
と
し
て
十
分
認
識
し
て
い

る
の
で
、
本
庁
舎
及
び
各
町
有
施

設
の
男
子
ト
イ
レ
に
順
次
設
置
を

実
施
す
る
。

山
村
町
長

水道事業

安
全
安
心
安
価
な

水
道
水
は
単
独
か

県一体
化
で
か

住
民
に
は
安
全
安
心
安
価

と
災
害
時
の
早
期
の
給
水
が
重

要
。
議
会
に
お
い
て
県
一
体
化

に
よ
る
本
町
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
と
、
町
単
独
で
の
将
来

の
問
題
点
を
議
論
し
、
単
独
で

は
財
政
上
限
界
と
説
明
が
あ
り

理
解
し
た
。
さ
す
れ
ば
、
本
町

と
し
て
は
協
議
会
で
不
利
益
に

対
し
て
は
是
正
を
求
め
る
べ
き
。

①
町
村
は
、
県
一
体
化
に
賛
意

の
多
数
の
理
由
。

②
本
町
が
参
加
と
し
た
根
拠
。

③
市
町
村
の
保
有
資
金
負
債
の

処
理
に
異
論
の
件
等
。

④
本
町
議
員
の
令
和
４
年
５
月
発

優しい施設

男
子
ト
イ
レ
の

個
室
に
優
し
さ
を

　
病
気
等
に
よ
り
尿
パ
ッ
ト
や

お
む
つ
等
の
処
理
の
た
め
本
町
の

施
設
の
男
子
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ

あ お  き よ し か つ

青木　義勝

　
行
の
レ
ポ
ー
ト
に
広
域
化
で
料

金
値
上
げ
が
前
提
の
自
治
体
が

ほ
と
ん
ど
で
、
本
町
も
大
幅
値

上
げ
の
見
通
し
と
あ
る
が
町
の

見
解
は
。

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス（
汚
物
入
れ
）

を
置
い
て
欲
し
い
と
の
多
数
の
声

が
あ
る
。

新
聞
で
も
特
集
さ
れ
、
私
も
理

容
師
な
の
で
お
客
様
よ
り
要
望
さ

れ
た
の
で
早
期
の
設
置
が
必
要
と

痛
感
し
た
。
そ
れ
ら
に
加
え
、
昨

今
は
、
育
児
を
担
う
男
性
も
多
い

の
で
お
む
つ
が
入
る
大
き
さ
が
必

要
と
思
う
。

本
町
の
現
況
と
未
設
置
施
設
に

早
期
実
施
を
求
め
る
。
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山田  美津代

端
末
貸
与
保
護
者

負
担
に
つ
い
て

子育て　
近
隣
の
市
町
村
は
端
末
が
故

障
し
た
場
合
の
修
理
費
用
は
悪
意

が
あ
る
時
を
除
い
て
市
町
村
負
担

で
あ
る
。

何
故
本
町
は
、
保
護
者
負
担
な

の
か
。町
負
担
に
す
べ
き
。

ま
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
の
不
具
合
で
発

火
・
発
熱
現
象
が
起
き
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
は
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
を
各
小
中
学

校
に
設
置
を

子育て　
熱
中
症
が
心
配
な
中
、
生
徒

は
水
筒
を
持
参
し
て
登
下
校
し
て

い
る
が
重
た
く
保
護
者
の
負
担
も

あ
る
。亀
岡
市
や
埼
玉
県
な
ど
で

は
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
を
全
校

に
設
置
し
て
負
担
を
軽
く
し
、
プ

ラ
ボ
ト
ル
削
減
の
意
味
も
あ
る
。

一
台
30
万
円
も
す
る
冷
水
器
よ
り

一
台
８
万
円
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
が
安
く
冷
た
く
衛
生
的
な
の

で
小
学
校
に
設
置
す
べ
き
。

給
食
の
衛
生
管
理

基
準
に
つ
い
て

衛生管理　
学
校
給
食
日
常
点
検
票
に
は

加
熱
調
理
温
度
や
時
間
計
測
者
な

ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
い
る
が
ど
う
し

て
い
る
か
。

衛
生
管
理
員
の
立
ち
合
い
は
年

に
何
回
で
最
近
は
何
時
さ
れ
た
か
。

ま
た
70
人
近
く
の
子
ど
も
達
に
異

常
が
起
き
た
揚
げ
パ
ン
を
揚
げ
過

ぎ
た
件
は
食
中
毒
で
は
な
い
か
。

　
今
後
起
こ
さ
な
い
よ
う
ど
う
対

学
習
用
端
末
は
貸
与
備
品
と
い

う
考
え
方
か
ら
、
落
下
事
故
等
に

よ
る
破
損
な
ど
の
修
理
費
用
は
保

護
者
に
負
担
を
求
め
て
い
る
。借

り
た
も
の
を
大
事
に
扱
う
事
は
教

育
に
大
事
で
あ
る
。

不
具
合
は
回
収
点
検
を
し
て
返

却
し
て
い
る
。今
ま
で
に
事
故
は

な
い
。

植
村
教
育
長

中
学
校
に
は
冷
水
器
が
あ
る
。

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
導
入
は
設

置
費
用
、
維
持
管
理
費
用
感
染
症

対
策
な
ど
安
全
面
の
課
題
が
あ
る

の
で
検
討
は
し
な
い
。

植
村
教
育
長

そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
に
中
心
温
度

を
３
か
所
ま
た
３
個
体
を
衛
生
管

理
責
任
者
が
点
検
。

年
１
回
監
視
指
導
抽
出
で
立
ち

入
り
検
査
が
実
施
さ
れ
、
本
町
は

令
和
３
年
８
月
に
東
と
西
小
が
検

査
さ
れ
た
。

揚
げ
パ
ン
は
揚
げ
過
ぎ
て
、
油

を
多
く
と
り
す
ぎ
た
こ
と
が
原
因

で
食
中
毒
で
は
な
い
。

植
村
教
育
長

応
す
る
の
か
。
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山村  美咲子

男女共同参画

女
性
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
本
町
の
男
女
共
同
参
画
社
会

と
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
非

正
規
な
ど
で
働
く
女
性
を
中
心

に
、
減
収
や
失
業
な
ど
で
困
窮
す

る
人
が
増
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

分
野
の
仕
事
は
感
染
症
の
影
響
を

受
け
に
く
く
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
機
会
を
生
か
し
、
希
望
す
る

女
性
が
デ
ジ
タ
ル
の
ス
キ
ル
を
習

得
し
、
仕
事
が
で
き
る
よ
う
政
策

と
し
て
後
押
し
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

に
つ
い
て
、
町
の
取
り
組
み
を
聞

く
。

子育て支援

次
世
代
を
担
う
子

ど
も
が
輝
け
る
ま
ち

　
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

を
設
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事

業
内
容
を
聞
く
。

ダ
ウ
ン
症
の
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
の
た
め
の
子
育
て
手
帳
「
＋

H
a
p
p
y
し
あ
わ
せ
の
た
ね
」

（
日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
発
行
）
を

町
と
し
て
渡
せ
な
い
か
。

ま
た
、
奈
良
県
議
会
で
、
小
さ

く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家

族
を
励
ま
し
、
少
し
で
も
不
安
を

解
消
し
、
健
や
か
な
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
に
向
け
、

市
町
村
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
の
知
事
の
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
進
捗
状
況
は
い
か
が
か
。

平
成
30
年
３
月
に
広
陵
町
男
女

共
同
参
画
行
動
計
画
を
策
定
し
、

「
固
定
的
役
割
分
担
意
識
に
よ
ら

な
い
自
由
な
選
択
が
で
き
る
」「
男

女
が
と
も
に
参
画
す
る
機
会
を
確

保
す
る
」「
女
性
が
働
き
や
す
い

町
を
め
ざ
す
」
を
基
本
目
標
に
掲

げ
、
全
て
の
人
々
が
輝
き
、
い
き

い
き
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
は

計
画
期
間
10
年
の
中
間
年
度
と
な

る
た
め
、
見
直
し
を
実
施
す
る
。

町
内
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
女

性
の
働
き
方
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
予
定
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

人
材
を
含
め
事
業
者
や
女
性
が
ど

の
よ
う
な
ス
キ
ル
と
働
き
方
を
求

め
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て

い
き
た
い
。

山
村
町
長

令
和
４
年
４
月
に
、
町
内
全
て

の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産

婦
等
を
対
象
に
、
福
祉
に
関
す
る

必
要
な
支
援
を
行
い
、
特
に
要
支

援
児
童
及
び
要
保
護
児
童
等
へ
の

支
援
業
務
の
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
子
育
て
家
庭
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
」体
制
を
構
築
し
、

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ダ
ウ
ン
症
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

家
庭
が
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
希
望
の
方

に
、
子
育
て
手
帳
「
＋
H
a
p
p
y

し
あ
わ
せ
の
た
ね
」
を
お
渡
し
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

は
今
年
度
中
の
作
成
を
目
標
に
さ

れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
奈

良
県
と
連
携
し
な
が
ら
活
用
に
努

め
て
い
く
。

山
村
町
長
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広
陵
町
文
化

芸
術
推
進
審
議
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

質
問　
委
員
会
の
答
申
で
は
、

公
民
館
建
替
の
あ
り
方
に
つ
い

て
進
ん
で
い
な
い
よ
う
だ
が
。

回
答　
具
体
的
な
建
物
の
内
容

を
決
め
る
に
は
、
建
築
の
専
門

家
等
を
交
え
手
法
や
費
用
に
つ

い
て
、
調
査
研
究
す
る
必
要
が

あ
り
、
適
切
な
時
期
に
審
議
会

を
立
ち
上
げ
る
。

議
案
第
４
３
号　
広
陵
町
特
別

職
報
酬
等
審
議
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て

質
問　
議
員
を
対
象
か
ら
除
く

検
討
は
さ
れ
た
か
。
議
会
側
で

審
議
会
を
設
け
る
の
も
可
能
で

は
。

回
答　
議
員
報
酬
額
も
審
議
会

の
所
掌
事
務
で
あ
る
。
除
く
と

総
務
文
教
委
員
会

質
問

質
問

回
答

回
答 議

案
第
43
号

議
案
第
41
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

客
観
性
・
専
門
性
の
あ
る
機
関

が
必
要
。
今
後
、
協
議
の
余
地

は
あ
る
。

議
案
第
４
６
号　
広
陵
町
の
公

民
館
建
替
及
び
文
化
芸
術
の
振

興
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設
置

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

質
問　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

の
答
申
は
確
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
の
か
。

回
答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

会
議
資
料
と
議
事
要
旨
を
公

開
。早
急
に
答
申
を
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
川
調
整

池
整
備
工
事
（
１
工
区
）
に
係

る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

質
問　
本
契
約
代
表
者
が
、
町

営
住
宅
の
入
居
要
件
を
超
え
る

高
額
所
得
に
な
っ
た
時
期
及
び

無
断
で
増
築
し
た
時
期
は
い
つ

質
問

質
問

回
答 議

案
第
46
号

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

か
。

回
答　
平
成
16
年
の
資
料
で
高

額
所
得
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

把
握
。
本
人
に
確
認
し
た
中
で

は
、お
よ
そ
21
年
前
に
改
築
し
、

町
は
高
額
所
得
者
認
定
通
知
書

の
送
付
以
外
対
応
し
て
い
な
い
。

議
案
第
４
９
号　
古
寺
川
調
整

池
整
備
工
事
（
１
工
区
）
に
係

る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

質
問　
入
札
に
は
、
公
平
性
、

機
会
の
均
等
性
が
大
事
だ
が
、

す
べ
て
Ａ
１
業
者
で
の
入
札
と

な
っ
て
い
る
。
改
善
の
上
次
の

入
札
に
臨
む
の
か
。

回
答　
今
回
の
件
で
改
善
点
が

見
つ
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
、

審
査
会
で
十
分
検
討
す
る
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委 員 会 の 窓
　第４回臨時会及び第２回定例会（６月議会）に上程され、総務文教委員会・厚生建設委員会に付託された１９件に
ついて審査を行いました。その結果は本議会に上程され採決されます。その主な内容と結果をお知らせします。

全
員
一
致
で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
広
陵
町
手
数

料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
令
和
４
年
6
月
１
日
か

ら
施
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
以

前
か
ら
飼
わ
れ
て
い
る
犬
に
つ

い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。ま
た
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

犬
は
、
登
録
し
な
く
て
い
い
の

か
。

　
　
　
法
以
前
の
犬
に
つ
い
て

は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
は

義
務
で
は
な
い
が
、
で
き
る
だ

け
装
着
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
く
。
努
力
義
務

で
あ
る
。

ま
た
、
登
録
免
除
に
つ
い
て

は
、
装
着
済
の
犬
の
デ
ー
タ
が

町
に
送
信
さ
れ
る
の
で
登
録
不

要
と
な
る
。
事
務
作
業
の
簡
略

化
や
町
民
へ
の
負
担
を
考
慮

し
、
登
録
手
数
料
を
徴
収
し
な

い
こ
と
と
し
た
。

厚
生
建
設
委
員
会

議
案
第
45
号

回
答

質
問

議
案
第
48
号

議
案
第
49
号

質
問

回
答

回
答賛

成
な
し
で
否
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
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地域のつながり地域のつながり地域のつながり
第16回

町内で活動している団体やサークルを
紹介します。（活動団体は、営利活動を目
的としない公共性・公益性が高いボラン
ティア的な団体を掲載しています。）

▲（立哨班／子どもたちの成長と笑顔が元気の源です）

馬見南5丁目
ちょっとお助け隊

真美ヶ丘地域は入居後３０年以上経過し、私たちの地区も高齢化率が４０％を超え、今まで自分で出来
たことも、人に頼らなければならなくなってきた方も増えています。
行政や業者に頼むほどでもない、ちょっとした困りごとを住民同士が助け合う仕組みを作ろうと、先達

として活動されていた馬見北９丁目の『お助け隊九練者』に指南していただき、『助けられたり、助けた
り』の精神で、広陵町社会福祉協議会の登録ボランティアとして、令和元年４月に発足しました。
元気に暮らす高齢者も多く、健康づくりにも役立つと考えて、隊員として参加してくれる方が２２人も

集まってくれました。発足して２年後には、自治会からの支援も受けることができ、活動の幅も広がって
います。

・馬見南５丁目の区域内で活動しています

活動場所

現在までに実施した活動は以下の通りです
(1)　登下校時の立哨：登校日は毎日実施しています（年間約２００日）
(2)　支え合い作業の主なもの（計１４件）

・資源ゴミ出し、大型家具の移動　　　　・庭木の剪定、伐採
・家具の固定（地震時転倒防止）　　　　・雨樋や家具の補修
・火災警報器の取り付け、取り替え　　　・電球などの交換
・書類作成協力（パソコン支援）　　　　・話し相手（傾聴）

活動実績

広陵町社会福祉協議会　　ＴＥＬ　０７４５－５５―８３００
馬見南５丁目ちょっとお助け隊　代表　木村通宏（広陵町老人クラブ連合会副会長）

問合先

活動内容

以下のような作業を対象として実施しています
・介護サービスの対象とならないもの
・短時間で出来る軽作業であるもの
・地域住民同士のつながりを深めるもの



町
陵
広

り
よ
だ
会
議

No.
１
１
８

６
月
定
例
会

発
行
／
広
陵
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

令
和
４
年
８
月
１
日
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暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。雨
が
欲
し
い
と
思
え
ば
雷
を
伴
う
激
し
い

雨
で
側
溝
が
溢
れ
な
い
か
心
配
す
る
ほ
ど
で
す
。

こ
ん
な
時
に
衝
撃
の
事
件
が
そ
れ
も
奈
良
県
で
起
き

る
な
ん
て
び
っ
く
り
で
す
。元
首
相
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

議
会
も
６
月
議
会
で
は
議
案
48
号
の
入
札
議
案
が
全

会
一
致
で
否
決
と
い
う
か
つ
て
な
い
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

ま
た
、町
で
は
西
校
区
に
認
定
こ
ど
も
園
建
設
、北
校

区
で
は
箸
尾
準
工
業
地
域
の
工
事
や
、
調
整
池
の
工
事

な
ど
が
予
定
さ
れ
町
内
の
景
色
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て

き
ま
す
。こ
の
よ
う
な
変
化
で
町
民
の
皆
様
の
ご
要
望

も
増
え
て
来
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。是
非
ご
要
望
を

議
会
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
広
報
編
集
委
員
一
同
、
皆
様
に
と
っ
て
、
読
み

や
す
い
誌
面
を
作
成
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
も
負
け
ず
こ
の
暑
い
夏
を
健
康
で
乗
り

切
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

編
集
後
記

SDGsの掲げる17の項目に対して、8つの項目で具体的な貢献をします。
この広報は、有害な排水を出さない「水なし印刷」を採用しています。

広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長　

山
村　

美
咲
子

副
委
員
長　

山
田　

美
津
代

委　
　

員　

堀
川　

季
延

委　
　

員　

千
北　

慎
也

委　
　

員　

岡
本　

晃
隆

委　
　

員　

岡
橋　

庄
次

広陵町ホームページ
http://www.town.koryo.nara.jp

8
月
議
会
日
誌

議会からのお願い
議会だより取材のため、腕章を着用した議員または
事務局員が写真撮影に伺うことがございます。その
際は、どうかご理解とご協力をお願いいたします。

19
日 

全
員
協
議
会　

 
議
会
運
営
委
員
会

 
第
４
回
臨
時
会　
　

 

総
務
文
教
委
員
会

25
日 

全
員
協
議
会

31
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

常
任
委
員
長
会

 

議
員
懇
談
会

（
６
月
）

８
日 

第
２
回
定
例
会（
初
日
）

 

全
員
協
議
会

 

議
員
懇
談
会

13
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
２
回
定
例
会（
２
日
目
）

14
日 

第
２
回
定
例
会（
３
日
目
）

15
日 

第
２
回
定
例
会（
４
日
目
）

16
日 

厚
生
建
設
委
員
会

 

総
務
文
教
委
員
会

21
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
２
回
定
例
会（
最
終
日
）

 

議
員
懇
談
会

27
日 

第
１
回
広
報
編
集
委
員
会

（
７
月
）

６
日 

第
２
回
広
報
編
集
委
員
会

14
日 

第
３
回
広
報
編
集
委
員
会

21
日 

議
員
県
外
研
修

25
日 

全
員
協
議
会　

 

議
会
運
営
委
員
会

 

第
５
回
臨
時
会　
　

 

総
務
文
教
委
員
会

 

議
員
懇
談
会

５
月

６
月

７
月

▲広陵西第二幼稚園


